
協働まちづくり部生涯学習課
スポーツ推進係（内288）

デンソーテンレッドフェニックス
バレーボール教室
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デンソーテンレッドフェニックス略歴

・概要
兵庫県神⼾市に拠点を置き、活動する９⼈制実業団バレーボールチーム。
９⼈制リーグの最高峰 Ｖ９チャンプリーグに所属し、2020年シーズンから

２年連続準優勝を果たすなど、躍進を続けている。
部⻑︓森下 拓
監督︓⽵⼝和三

「情熱を燃やし、常に高みを目指してはばたくフェニックス」

暦 年 内 容

2022シーズン 第８回Ｖ9チャンプリーグ ファイナルリーグ第１位
（７月末時点）

2021シーズン 第７回Ｖ９チャンプリーグ 準優勝

2020シーズン 第６回Ｖ９チャンプリーグ 準優勝

2019シーズン
第５回Ｖ９チャンプリーグ 第３位
第88回全⽇本総合⼥⼦選⼿権⼤会 優勝
第34回「櫻⽥記念」全⽇本実業団選抜男⼥優勝⼤会 優勝
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佐々⽊遥⾹選⼿略歴

・平成11年１月26⽇生まれ
・猪川小 ー 第一中学校 ー 盛岡誠桜高校 ー

東北福祉⼤学
・⼤船渡アスリート応援団公認アスリート

⺟と姉の影響を受け、小学校４年生から
バレーボールを始める。それまでは、保育
園年中から⽔泳教室に通っていた。

ポジションはレフト（中学）、ライト
（高校〜⼤学）。⼤学３年の秋からリベロ
に転向。現在は、レシーバーを務める。

暦 年 内 容 備 考
Ｈ24

(中２) 岩⼿県中学校新⼈⼤会 優勝

Ｈ25

(中３) 中総体岩⼿県⼤会 バレーボール ベスト８

Ｈ26

(高１)

高総体岩⼿県⼤会 優勝
東北高校選⼿権 第３位
南関東インターハイ 決勝Ｔ進出
全⽇本高校バレー岩⼿県⼤会 優勝
岩⼿県高校新⼈⼤会 優勝、優秀選⼿賞
全⽇本高校バレー選⼿権(春高バレー) 出場

Ｈ27

(高２)

高総体岩⼿県⼤会 優勝
東北高校選⼿権 優勝
近畿インターハイ 出場
全⽇本高校バレー岩⼿県⼤会 優勝、優秀選⼿賞
岩⼿県高校新⼈⼤会 優勝、優秀選⼿賞
全⽇本高校バレー選⼿権(春高バレー) 出場

Ｈ28

(高３)

高総体岩⼿県⼤会 優勝、優秀選⼿賞
東北高校選⼿権 優勝
中国インターハイ 決勝Ｔ進出
全⽇本高校バレー岩⼿県⼤会 優勝、優秀選⼿賞
いわて国体バレー少年⼥⼦ 第５位
全⽇本高校バレー選⼿権(春高バレー) 出場

チームといわて
国体で、主将を
務めた。

Ｈ29

(大1)

東北バレー⼤学リーグ(春季)１部 優勝
東⽇本⼤学選⼿権 ベスト４
東北バレー⼤学リーグ(秋季)１部 優勝
愛媛国体 ベスト４
東北地区⼤学総体 優勝
全⽇本インカレ ベスト16

Ｈ30

(大２)

東北バレー⼤学リーグ(春季)１部 優勝、スパイク賞
東⽇本⼤学選⼿権 ベスト８
皇后杯全⽇本バレー東北ブロック 準優勝
東北バレー⼤学リーグ(秋季)１部 準優勝、スパイク賞
東北地区⼤学総体 優勝
全⽇本インカレ ベスト16

Ｒ元
(大３)

東北バレー⼤学リーグ(春季)１部 優勝、ベストディガー賞
東⽇本⼤学選⼿権 ベスト４
皇后杯全⽇本バレー東北ブロック 優勝
東北バレー⼤学リーグ(秋季)１部 優勝、レシーブ賞、

ベストディガー賞
全⽇本インカレ ベスト16

Ｒ２
(大４)

東北バレー⼤学リーグ(秋季) 優勝
全⽇本インカレ ベスト８

Ｒ３
デンソーテンレッドフェニックス入団
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概要
経 緯︓⼤船渡アスリート応援団公認アスリートの佐々⽊選⼿が所属する９⼈制実

業団バレーボールチーム デンソーテンレッドフェニックスは、東⽇本⼤
震災以降、被災地で復興⽀援バレーボール教室を開催しており、佐々⽊選
⼿のアスリート公認が契機となり、当市での開催が実現した。

主 催︓⼤船渡市、⼤船渡アスリート応援団
共 催︓デンソーテンレッドフェニックス
後 援︓⼤船渡市教育委員会、⼤船渡市体育協会
共 催︓⼤船渡市バレーボール協会
日 時︓令和４年５月５⽇(⽊・祝) 午前10時から午後４時まで
場 所︓⼤船渡市⺠体育館
対 象︓気仙管内でバレーボールに取り組むスポーツ少年団及び部活動のチーム
講 師︓デンソーテンレッドフェニックスの皆さん
内 容︓レシーブを中心とした基礎練習、スパイク等の実践練習、エキシビジョン

マッチ、ミニゲーム等
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参加チーム一覧
No チーム名 区分１ 区分２ 選手人数

1 おきらいVBSS 小学生 ⼥⼦ 8⼈

2 キッピンVBSS 小学生 ⼥⼦ 8⼈

3 下矢作・横⽥VBSS 小学生 ⼥⼦ 12⼈

4 ⼤船渡ブルーサンダーズ 小学生 混合 6⼈

5 米崎フェニックス 小学生 ⼥⼦ 15⼈

6 市⽴第一中学校⼥⼦バレー部 中学生 ⼥⼦ 18⼈

7 市⽴第一中学校男⼦バレー部 中学生 男⼦ 9⼈

8 ⼤船渡中学校⼥⼦バレー部 中学生 ⼥⼦ 8⼈

9 ⼤船渡高校⼥⼦バレー部 高校生 ⼥⼦ 11⼈

合計 95⼈
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バレー教室の様⼦
・デンソーテンレッドフェニックスの指導の下、バレーの楽しさを体感

選⼿の皆さんが各チームを２⼈ずつで担当し、丁寧に指導した。
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バレー教室の様⼦
・デンソーテンレッドフェニックスの指導の下、バレーの楽しさを体感

午後からは、エキシビジョンマッチなどでハイレベルなプレーを披露したレッド
フェニックスの皆さん。

佐々⽊選⼿の⺟校である市⽴第一中学校⼥⼦バレー部 佐藤キャプテンが、お礼の
⾔葉を述べた。
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市⻑表敬訪問
・⽵⼝監督、佐々⽊選手が大船渡市⻑を表敬訪問
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報道関係

Ｒ4.4.5 東海新報 Ｒ4.4.24 東海新報

9



報道関係

Ｒ4.5.7 岩⼿⽇報

Ｒ4.5.6 東海新報

Ｒ4.5.11 東海新報
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報道関係

ＩＢＣ岩⼿放送による取材 5/5放送 ニュースエコー
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報道関係
・バレーボール教室の様子が、月刊バレーボールに掲載されました。
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報道関係
・デンソーテンレッドフェニックスの公式ＨＰにも掲載
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総括
【事業の効果、成果】

１ 東⽇本⼤震災発生以降、復興⽀援の一環として、実業団等によるスポーツ教室が数多く開催さ
れたが、近年はそうした機会がほとんどない状況であり、レベルの高いプレー、指導に触れる機
会が、スポーツ振興に好影響を与えた。

２ 参加者及び関係者からは、⼤きな反響と好評を得ており、来年度以降の継続開催を希望する声
が多数寄せられた。

３ 教室の開催に当たっては、市バレーボール協会が積極的に参画したことにより、参加者募集や
当⽇の運営などスムースに進めることができた。当協会は、来年度以降の開催についても意欲的
であり、⺠間主体の交流の展開が期待される。

４ ゆかりのアスリートを積極的に応援していく当市の姿勢を、広くアピールすることができた。
５ 陸前高⽥市のチームにも参加いただいたことにより、当市だけでなく広域での連携を深めるこ

とができた。
６ 佐々⽊選⼿はじめ、デンソーテンレッドフェニックス（Red Phoenix）との親睦を深めること

ができた。

７ Red Phoenixからは、「岩⼿県での復興⽀援バレーボール教室は初めてで、選⼿の故郷で教室を実施
するのも初めてだが、色んな縁が繋がり、皆さんと出逢えたことは選⼿たちにとって非常に励みになった。大船渡市、
大船渡アスリート応援団の皆さまをはじめ、準備いただきました関係者の皆さまへ感謝します。」との感想をいただ
いた。また、来年度においても、バレーボール教室の開催について、前向きな考えが⽰された。

８ Red Phoenixのご厚意により無償での開催となったため、費用対効果の高い事業となった。
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総括
【課題、反省点等】

１ ９⼈制バレーボールリーグでは、在京のチームが１チームしかなく、関⻄圏を
中心に活動しているため、当市に来訪可能な⽇程が限られる。

２ 年間を通じてスポーツ少年団の⼤会が数多く開催されており、上記１の⽇程と
スポ少の空き⽇程の調整が難航する可能性がある。

３ Red Phoenixの昼食や軽食、飲み物等の予算を確保する必要がある。
４ 佐々⽊選⼿及びRed Phoenixを引き続き応援するとともに、⼤船渡市体育協会

及び⼤船渡市バレーボール協会と連携し、次年度以降もデンソーテンレッドフェ
ニックスバレーボール教室の開催に向けに取り組む。
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